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エネルギー産業２０５０年への展望 
―― 日本のエネルギーが直面する5つの激流とUtility3.0への挑戦 ―― 

1. 講師の4つの資料（最終ページ参照）、「日本のエネルギーの現
状」「今議論するべきこと」「第5次エネルギー基本計画の概
要」「原子力の“健全な撤退”に向けても多くの議論が必要」に
より、現在の状況を押さえたうえで、 

2. 竹内講師は、考えられる社会構造の変化により、求められる社
会とそこで必要とされるエネルギーを考えるとき、5つの”D”が
基本となると話を始められました。 

◇　◇　◇ 

◇　◇　◇ 

5つのD 
Depopulation (人口減少・過疎化) 

あらゆる分野のインフラ（送電網、配電網等）が持続性の課題に直面する。 
De-carbonization（脱炭素化） 
• パリ協定 
（イ）長期目標として２.０度Cの気温上昇（１.５度への言及あり） 
（ロ）すべての国が削減目標を５年毎に提出、更新し、レビューする。 
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「拡大画面」から、元に戻るには以下のいずれかをお試しください。 
＜ブラウザーの戻るボタンを押す＞または＜ALT + ⬅（左矢印）を押す＞
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• 日本の目標は、2,013年度実績14億トンに対し、２０３０年度２６％減、
２０５０年度８０％減 
• CO２排出８０％削減の難しさ 
２０１３年度１４.１億トン（う
ち６億トンが産業部門） 
２０５０年度２.５～２.８億トン
（うち鉄鋼部門だけで1.4億ト
ンが見込まれ達成至難） 
• 脱炭素化＝電源の低炭素化×需
要の電化（電源を再エネ・原子
力の増加と需要はガソリンから
EVなどへ） 
• 再生エネ電源の大幅な価格下落
により、再エネ電源＋需要側の
電化が、環境対策の本命 

Decentralization（分散化） 
• 世界で進む太陽光発電のコスト低下＝再生エネの増加（日本はまだ割高） • 従来型電源（火力・原子力）が提供していた３つの価値をどう維持する
か。 
３つの価値とは 
　KWh（電力・エネルギーとしての電気の価値） 
　KW（容量・必要な時に必ず発電できることの価値） 
　△KW（調整力・細かな変動を調整し、電力（KWh）の品質を維持する価値） 
　　　（△ はデルタ。変数または関数の変量の意味）  
従来型電源（火力・原子力）では、何時でも電気が使えKWhの価値大だ
が、分散型電源（再エネ）では必要な時に発電がない不安があり、大量に
導入されると電力（KWh）の価値が下がり、KW及び△KWの価値が高ま
る。この２つの価値に適切な対価が払われないと（雨や無風の時に不足電
力を補填してくれないと）電力系統の維持が出来なくなる。 

Deregulation（自由化の修正、および電力市場のリパワリング） 
再エネ発電の増加により、火力は調整電源化され利用率は低下する。一方、
再エネは総括原価方式であるFITにより優遇されるうえ、優先的に利用さ
れる。電気の市場価格の低下が起こるうえに、既存電源が稼ぐ機会も減っ
てしまう。そのために既存電源の発電した電気料金（KWｈ）だけでなく、
固定費を回収するための制度を作る必要がある。 
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デジタル化技術の発展による変化 
デジタル化の波はビジネスモデルと顧客行動に変化をもたらしている。様々
なものが有機的につながり、社会の余剰を個人レベルで最適化する方向へ
動く。 
• デジタル化の波：スマートフォン、タブレット端末、ウエアラブル端末、
モバイルデータ通信量、IOTなど。 
• 顧客行動、ビジネスモデルの変化：パーソナライズ、シェアリングエコノ
ミー他 
• 消費者の価値観も急速に変化：消費者は商品価値や購買価値を評価せず、
利用価値を評価。 

電気も生産者と消費者が直接繋がる時代に 
• 生産者（再エネで発電した電力）と消費者が直接契約するという実証実験
が世界中で始まっている。 

例） 
• 太陽光と蓄電池の余剰電力○○KWｈを売りたい（生産者） • Aさん宅で発電した電力を△△KWｈ買いたい（消費者） 
この２つを地域内電力取引プラットフォーム（ブロックチェーン）で接続 
• 電気自動車の充電もスタンドと個人が直接決済 • 世界の経営者の多くが業界のIOTの恩恵を受けると考えている一方、日本
の経営者の恩恵を受けるという回答は、IT，小売り、製造業、金融に集中
している。 

２０５０年の電源構成（８０％削減に向けた絵姿） 
a) 再エネ電源導入促進のカギを握る蓄電技術 
太陽光・風力が必要とされる以上に発電してしまう時間帯が多くなる。
安定供給維持のためには①再エネの発電抑制②どこかに流す③貯める蓄
電技術が進歩し、安価で貯められることが必要。 
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b) UtilityとMobilityの融合 
蓄電しかないインフラを整備するのは無駄が大きい。２０５０年までに
全国で４，０００万台の自動車が電気自動車化し、その蓄電池を電気事
業で借用すると、再エネの発電抑制を回避できる。 

◇　◇　◇ 

Q&A 
Q．日本人であれば原子力をきちんと管理できるはずなのに、何故其の議論
がないのか？ 

A．ではなぜ事故が起こってしまったのか？国民として優秀だという事と、
原子力の技術を自在に使いこなせるという事は違う。日本人だから出来
るという議論は少し乱暴。 

Q．将来、日本の電力化が進んで電力使用料は増えるとのご指摘だが、エネ
ルギー全体の使用量はどうか？人によっては少子化で全体として減少す
るというがどうか？エネルギーを沢山使う事で快適になる、電力でなく
エネルギー需要全体でどうか？ 

A．エネルギー需要は温暖化を考えれば減らしていく。ただ電力に変えるこ
とで消費を増やしていくことではある。少子化の日本では人に代わって
AIやデジタルが活躍するのでより多くの電力を使う事になる。増えてい
くのは電力で、エネ全体では減らしていかねばならない。 

Q．日本で自動車が４，０００万台になると世界では１０億台とすると、リ
チウムは奪い合いになる。どうなるのか？ 

A．自動車の生産量はどうなるのか。一人一台は必要なくなると思うが、ま
だよく見えない。 
シェアリングで減らせるのは見通せる。今の技術ではリチウムだが、全
個体電池とか水素など技術開発は出てくると思う。 

Q．電化が進むと電力需要が増える。すると自由化によって水力などバラバ
ラになった電力系統を再統合して信頼性を高める動きはあるか？ 

A．自由化して市場をいっぱい作ると再統合しなければならないという事も
あるかもしれないが、今のところ欧米で市場化して発送電分離をしたそ
れを再統合していこうとするところはないので、２０５０年までその方
向はなく、与えられた中でやっていくという状況は続くのではないかと
思う。 
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Q．資料P３５に「いろいろ議論すべき時代」とあるが、竹内さんの本音は
議論している時代ではない、行動すべきと思っておられると思うが、原
子力について通産OBの田中信夫さんが原子力大政奉還すべきといってい
るがどう思われるか。 
また、福島原発事故について４つの調査報告書が出ており其々提言をし
ているが、どう思われるか？ 

A．安倍政権のエネルギー政策は何も新しいものが出てこない。原子力につ
いては捨てませんよというくらいの気持ちではとても続かない。政府に
はここをもっとしっかりしてもらう必要がある。原発は自由化したその
時に、事業者はやる気をなくしてしまう。皆さんこの発言に違和感あり
ますか？大きな資金を投入して、１０年２０年では回収できないような
投資を民間はやりますか。だから自由化したら国としてやるしかなくな
る。先ほどの田中信夫氏の大政奉還せよでは、“もんじゅ”になってしま
う。 
原子力損害賠償法がある。これは事故の前に予想できたかというとリス
クの大きさは見当がつかない。国として入るしかない。しかしそれでは“も
んじゅ”は成功しましたかとなる。技術を国が持つことのまやかし、技術
は民間が持つことで発達するものになるという事は押さえておかないと
いけない。 

（質問者）田中さんの言う大政奉還とは、関電と原電が合併すればいいとい
う事だったのですが、竹内さんの言われることは分かりました。ありが
とうございました。 

◇　◇　◇ 

以上
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